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 【背景】高齢者の認知症の予防とリハビリテーションには,身体機能・精神機能・脳
由来神経栄養因子（ Brain-Derived Neurotrophic Factor：BDNF）などの包括的評価を
行い，軽度認知症の発症に関連して変化する因子を明らかにする必要がある．なかでも,
リハビリテーションの観点からは,医療の現場では入院に伴う認知機能低下がしばしば
問題となるが，その原因や予防手段が不明確なままである．先行研究から，活動的な生
活習慣や BDNF が認知機能の低下を予防する効果が報告されている．この BDNF は身体活
動によって末梢血液中で増加することが知られており，身体活動による認知機能低下予
防効果を媒介していることが予測される．そこで本研究では，整形外科疾患入院高齢者
を対象に，受傷前の身体活動習慣が入院時の認知機能に及ぼす影響を明らかにし，その
作用に BDNF が影響しているのかを検討することを目的とした．  
【方法】対象は A 病院に入院した整形外科疾患患者 32 名（男性/女性; 人数 6 名/26
名，年齢 80±8.3 歳/85±6.7 歳）とした．測定項目は，入院時の過去 1 年間の身体活動
習慣(Baecke physical activity questionnaire；以下 BQ)，認知機能(Mini-Mental State 
Examination；以下 MMSE)，安静時血清 BDNF 値とした．全測定は，入院から 1 週間以内
に実施した．統計解析として，対応のない t 検定，Spearman の順位相関係数，重回帰
分析を用いた．危険率 5％未満を有意水準とした．  
【結果】BQ と MMSE の間には有意な相関関係が認められた (ρ=.532，p=.002)．年齢，
性別で調整しても，BQ が MMSE に与える影響は有意であった(R2=.642，p<.05)．BQ と安
静時 BDNF 値の間には有意な相関関係は認められなかった (ρ=-.193，p=.29)．年齢，性
別で調整しても，BQ が安静時 BDNF 値に与える影響は有意ではなかった．安静時 BDNF
値と MMSE との間には有意な相関関係は認められなかった (ρ=-.072，p=.696)．年齢，
性別で調整しても，安静時 BDNF 値が MMSE に与える影響は有意ではなかった．  
【考察】本研究の結果から，入院前に高いレベルの身体活動習慣がある高齢者ほど，
入院時の認知機能が高いことが示唆された．この結果は，地域在住高齢者などを対象と
した先行研究結果と一致しており，妥当な結果である．一方，入院前の身体活動習慣は
血清 BDNF 値に影響しないことも示唆された．身体活動による安静時血清 BDNF 値の変化
の見解は一定ではなく，多くのばらつきを含むためであると考えられた．また，血清
BDNF 値は入院時の認知機能とも有意な関係性は認められず,この結果については先行研
究で疾患や認知障害レベルによって BDNF 変化が一定でないことも報告されており，本
研究の対象においても対象数が少なく,ばらつきが大きかったことが結果の要因であろ
うと考察した．  
【結語】入院前の身体的に活動的な生活習慣は，入院など有事の際の認知機能低下に
対して予防的に作用すると考えられ,地域在住の段階から身体活動を維持し，入院時の
認知機能低下に備える必要があることが示唆された．また今回の研究では認知機能およ
び身体活動と BDNF の関係は明らかでなく, この点に関しては今後も継続した検討が必
要である． 
       
